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と
さ
ら
に
花
が
増
え
る
、

実
を
結
ぶ
沢
山

の
蜂
蜜
が
出
来
る
。
そ
の
蜂
蜜
を
人
聞
が

横
取
り
し
て
食
す
る
。
横
取
り
さ
れ
る
と
、

蜂
は
大
騒
ぎ
で
蜜
を
集
め
る
。
さ
ら
に
花

が
増
え
る
、

:・
こ
の
仕
組
み
の
繰
り
返
し

な
の
だ
そ
う
で
す
。

講
演
途
中
に
、
先
生
御
自
身
が
前
日
に

搾

っ
た
肌
%
ピ
ュ
ア
の
蜂
蜜
を
試
食
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
色
々
な
花
の
蜜
か
ら

の
蜜
蜂
で
百
花
蜜
と
い
う
の
だ
そ
う
で
す
。

お
昧
は
な
か
な
か
の
も
の
で
し
た
。
ま
た
、

蜜
蜂
は
農
薬
等
が
か
か
っ
た
花
の
蜜
は
巣

に
持
ち
帰
ら
な
い
習
性
を
持

っ
て
い
る
そ

う
で
す
。
従

っ
て
蜂
蜜
は
完
全
に
近
い
無

農
薬
の
食
品
と
い
う
ご
と
に
な
る
わ
け
で

し
て
、

美
し
さ
と
健

康
を
保
つ
た
め
、
蜂

蜜
を
大
い
に
食
し
て

み
た
い
も
の
で
す
。

(
内
田
正
子
)

有賀先生の

わかりやすい話

@ 

女
性
部
会
・
普
通
救
命
講
習
会

「
救
い
た
い
そ
の
と
き
役
立
つ

ハ
h
U

月

日
日
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
和

室
に
お
い
て
、
普
通
救
命
の
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

当
日
は
雨
の
中
、
青
年
部
会
の
方
々
を

含
め
初
名
近
い
参
加
が
あ
り
、
町
田
消
防

署
警
防
課
の
伊
部
司
令
補
と
女
性
の
署
員

に
よ
り

2
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
実
地
訓

練
を
し
ま
し
た
。

人
形
を
使
っ
て
、
人
口
呼
吸
や
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
な
ど
を
中
心
に
全
員
が
実
際
に

体
験
し
て
み
ま
し
た
。

見
て
い
る
と
簡
単
そ
う
に
見
え
ま
す
が
、

人
口
呼
吸
に
し
で
も
な
か
な
か
息
が
吹
き

込
め
ず
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
同
じ
強

さ
で
閉
じ
間
隔
で
や
ら
な
く
て
は
い
け
な

い
の
で
、
と
て
も
難
し
い
こ
と
が
良
く
わ

か
り
ま
し
た
。

で
も
、
手
を
出
さ
ず
に
見
て
い
る
だ
け

よ
り
、
救
急
車
が
来
る
ま
で
の
ほ
ん
の
数

分
で
も
、
そ
れ
を
や
る
こ
と
に
よ
り
命
が

助
か

っ
た
例
が
た
く
さ
ん
あ
る
そ
う
で
す
。

応
急
手
当
」

真剣に聞き入る女性部会員の皆さん

質
疑
応
答
は
、
活
発
に
出
さ
れ
、

些
細

な
こ
と
か
ら
、
身
近
な
こ
と
な
ど
、
知
つ

て
い
る
と
た
め
に
な
る
こ
と
を
た
く
さ
ん

聞
く
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
有
意
義
な
講

習
会
と
な
り
ま
し
た
。

後
日
、
参
加
者
全
員
に
「
救
命
技
能
認

定
証
」
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

(
南
地
区
役
員
)



委
員
会
か
ら
の

厚
生
委
員
会

申
込
者
数
過
去
最
高

今
国
間
名
が
受
診

生

活

習

慣

病

(成
人
病
)健

診

実

施

5
月
お
日

-m日
の
両
日
、

一
日
人
間

ド
ッ
ク
形
式
の
生
活
習
慣
病
健
康
診
断
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

法
人
会
の
福
利
厚
生
事
業
の
ひ
と
つ
と

し
て
定
着
し
て
き
た
こ
の
健
康
診
断
、
毎

回
の
こ
と
で
す
が
、

会
場
提
供
者
の
ご
協

力
と
(
財
)
全
日
本
労
働
福
祉
協
会
健
診

セ
ン
タ
ー
の
ご
支
援
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。平

成

9
年

1
月
に

ス
タ
ー
ト
し
て
以

来
、
平
成
凶
年
度
か
ら
は
毎
年
定
期
的
に

f抑制岬符蹴ト

鰯輔W 品崎努敬

5
月
・
日
月
に
そ
れ
ぞ
れ

2
日
間
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
健
診
か
ら
女
性

を
対
象
と
し
た
超
音
波
検
査
(
主
婦
健
診
)

が
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
と
し
て
新
た
に
加
わ

り
、
さ
っ
そ
く
ロ
名
の
方
が
受
診
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
受
診
者
総
数
は
別
名
で
過
去

最
高
と
な
り
ま
し
た
。
最
近
の
傾
向
と
し

て
、
定
期
的
に
受
診
さ
れ
る
方
が
増
え
て

お
り
、
よ
り
多
く
の
方
が
自
ら
の
健
康
管

理
に
留
意
さ
れ
て
い
る
様
子
が
伺
え
、
大

変
好
ま
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
こ
の
事
業
は
毎
年
春

(
5
月
)

と
秋
(
日
月
)
に
そ
れ
ぞ
れ

2
日
間
、
継
続

し
て
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

健
康

管
理
の
た
め
、
体
調
の
異
状
は

『早
期
に

発
見
」
そ
し
て

『早
期
治
療
』
に
つ
と
め
た

い
も
の
で
す
。

田
中
新
厚
生

委
員
長
の
も
と
、

今
年
度
第
1
固
共
済
制
度

連
絡
協
議
会
を
開
催

田
中
副
会
長
が
厚
生
委
員
長
を
兼
務
さ

れ
る
乙
と
に
な
っ
て
、
最
初
の
共
済
制
度

連
絡
協
議
会
が
制
度
受
託

3
社
の
参
加

を
得
て

7
月

9
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
年
度
の
実
績
、
今
年
度
の
計
画
を
確

認
し
た
後
、

制
度
受
託

3
社
の
推
進
員
や

代
理
屈
の
具
体
的
な
推
進
方
法
と
、
法
人

会
側
の
対
応
等
に
つ
い
て
、

細
部
に
わ
た

り
相
互
に
真
剣
に
話
し
合
う
時
間
が
設
け

ら
れ
有
意
義
な
協
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
今
年
は
、
大
型
保
障
制
度
が
発
足

し
て
初
年
、
こ
の
機
に
新
規
・
追
加
を
含

め
全
体
で
山
件
の
目
標
を
定
め
、
加
地

区
会
そ
れ
ぞ
れ
に
按
分
す
る
方
法
で
目
標

達
成
に
努
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

@ 



PC簿記が充実して…-
実務に役立つ講習会を目指して実施しています

研
修
委
員
会

延
べ
参
加
者
数
は
別
名

平
成
口
年
度
の
講
習
会
は
、

5
月
叩

日
の
パ
ソ
コ
ン
簿
記
講
習
会
を
皮
切
り
に

実
務
簿
記
講
習
会
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
好
評
の
法
人

税
申
告
書
の
書
き
方
説
明
会
は

5
月
日

日
に
町
田
税
務
署
の
ご
協
力
で
開
催
し
ま

『
レ
私
ん
。一

方
、
決
算
期
を
迎
え
る
法
人
を
対
象

と
す
る
決
算
法
人
税
務
説
明
会
や
、
新
た

に
法
人
を
設
立
さ
れ
た
方
を
対
象
と
す
る

新
設
法
人
税
務
説
明
会
を
町
田
税
務
署
と

共
催
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

2
回
目
の

パ
ソ
コ
ン
簿
記
講
習
会
は
、

目
的
を
明
確
に
し
て
実
施

簿
記
講
習
会
で
は
、
普
段
パ
ソ

コ
ン
を

使

っ
て
い
る
方
を
対
象
と
し
た

〈
パ
ソ

コ

ン
簿
記
講
習
会
》
と
、
元
帳
と
電
卓
を
使

い
な
が
ら
体
で
お
ぼ
え
る

〈
実
務
簿
記
講

習
会
V

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

パ
ソ

コ
ン
簿
記
講
習
会
で
は
、
仕
訳
を

パ
ソ

コ
ン
に
入
力
す
る
と
元
帳
や
補
助
簿

な
ど
が
更
新
さ
れ
、
精
算
表
ま
で
ボ
タ
ン

ひ
と
つ
で
作
成
さ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
仕

組
み
を
解
説
し
な
が
ら
、
パ
ソ
コ
ン
で
会

計
を
処
理
す
る
と
き
の
誤
り
や
す
い
チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
実
務
簿
記
講
習
会
は
、
元
帳
や
精

算
表
の
作
成
を
手
作
業
で
お
ぼ
え
て
い
き

ま
す
。
例
題
か
ら
、
仕
訳
↓
元
帳
へ
の
転

記
↓
精
算
表
の
作
成
と
簿
記
の
流
れ
に
沿

っ
て
分
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
講
習
会
は
、
簿
記
の
基
礎
知

識
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
仕
訳
の

処
理
の
仕
方
か
ら
決
算
書
を
つ
く
る
ま
で
、

実
務
レ
ベ
ル
で
役
立
つ
内
容
で
す
。

@ 

第

2
固
パ
ソ
コ
ン
簿
記
講
習
会

A
B
程
・

5
月
叩
日
か
ら

6
月
刊
日

B
日
程
・

6
月
引
白
か
ら

7
月
お
日

(各
6
E
)

延
べ
参
加
数

U
名

PC簿記・奥津先生

-
受
講
者
の
声
・

0
今
日
、
初
め
て
経
理
の
勉
強
を
し
た
の
で
と
て

も
難
し
く
感
じ
ま
し
た
。
初
め
て
聞
く
言
葉
も

多
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
お
ぼ
え
て
い
き
た

い
。
(
初
回
)



の
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。
復
習
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
、
前
回
の
講
習
と
つ

な
が
り
分
か
り
ゃ
す
か
っ
た
で
す
。
(2
回
目
)

O
仕
訳
の
コ

ツ
が
だ
ん
だ
ん
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。
(
4
回
目
)

O
パ
ソ

コ
ン
に
入
力
す
る
時
は
、
間
違
い
が
な
い

よ
う
に
何
度
も
確
認
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
い
ま
し
た
。

。
仕
訳
か
ら
入
力
し
て
、
会
計
ソ
フ
ト
が
体
験
で

き
、
よ
か
っ
た
で
す
。
ほ
か
の
会
計
ソ
フ
ト
も

体
験
で
き
る
機
会
が
あ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

(5
回
目
)

。
最
初
は
経
理
の
こ
と
は
何
も
分
か
ら
ず
、
不
安

で
い

っ
ぱ

い
で
し
た
が
、
な
ん
と
か
今
日
ま
で

つ
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

分
か
ら
な
い
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
早
く

慣
れ
て
自
分
の
も
の
に
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
(
最
終
回
)

第
お
回
初
心
者
の
た
め
の

実
務
簿
記
講
習
会

延 5
べ月

参 16
tm日
宮F か

120ら
名 7
月
18 
日

10 
回

修
了
者
名
簿
(
竹
山
名

敬
称
略
)

(有
)
勝
一

(株
)
T
-
Y
-
U
総
合
設
計

諸

星

裕

美

浜
口
紀
美
子

(株
)
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

(有
)
ウ
ィ
ス
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ

(有
)
青
木
ガ
ラ
ス
建
工
社

(株
)
町
田
ベ
イ
ヒ

(有
)
相
和
工
業

五
陽
建
設

(株
)

(学
)
玉
川
学
園

(
株
)
内
藤
電
誠
町
田
製
作
所

(有
)
オ
リ
エ
ン
ト
ハ
ウ
ス

大
〈
〈
口
工
業

(株
)

(有
)
東
屋

.1.'1".. ' 
)!，、ふも

」

2
一J
可

B
f
H
t
へ

炉

，・、

石
田

三山相青高
好田馬木橋
卜 喜
ム 重松
子悟子江
徹
也

河

野

絵

理

中
塩
屋
智
子
佳
代
広
重
綾
子

河大松
合谷田

春
奈

-
受
講
者
の
声
・
"

。
税
理
士
さ
ん
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
を
す
る
だ

け
な
の
で
、
経
理
と
は
、
税
と
は
何
か
7

等
に

つ
い
て
あ
る
程
度
専
門
的
な
と
こ
ろ
を
初
歩

か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
(初

回
)

O
日
常
業
務
の
中
で
発
生
し
て
い
る
事
項
が
多

か
っ
た
の
で
、
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
(4
回
目
)

O
本
を
読
ん
だ
だ
け
で
は
分
か
ら
な
か

っ
た
所

も
、
先
生
が
毎
回
自
作
さ
れ
た
プ
リ
ン
ト
が
分

か
り
ゃ
す
か

っ
た
の
で
、
復
習
す
る
時
に
参
考

に
な
り
ま
す
。

O
講
習
会
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
勉

強
を
続
け
て
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
(最
終
回
)

パ
ソ
コ
ン
教
室

パ
ソ
コ
ン
教
室
は
、
法
人
会
の
本
部
事

業
で
唯

一
夜
間
に
お
こ
な
っ
て
い
る
講
習

会
で
す
。

実務簿記・下山先生

パ
ソ

コ
ン
未
経
験
者
を
対
象
と
し
て
、

教
材
の
表
計
算
ソ
フ
ト

〈
E
25
を
使
い

な
が
ら
、

パ
ソ

コ
ン
の
扱
い
方
や

《開問

2
G

の
基
礎
知
識
、
表
と
グ
ラ
フ
を
使
っ
た
実

務
的
な
資
料
作
り
な
ど
を
講
習
し
ま
し
た
。

@ 



教
室
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
モ
ニ
タ

ー
画

面
を
ス

ク
リ
ー

ン
に
投
影
し

て
、
マ
ウ
ス

の
動
き
を
分
か
り
ゃ
す
く
説
明
。
ま
た
、

分
か
ら
な
い
点
が
あ
っ
て
も
ア
シ
ス
タ
ン

卜
の
講
師
が
す
ぐ
助
け
に
来
て
く
れ
ま
す
。

第
M
M
固
パ
ソ
コ
ン
教
室

6
月

U
日
か
ら

8
月

1
日

(6
回
)

会
場
・
町
田
経
理
専
門
学
校

1
号
館

延
べ
参
加
数
什
名

修
了
者
名
簿
(
ゆ
名

敬
称
略
)

(有
)
ア
ク
セ
ス

E
P
E
(株
)

E
P
E
(株
)

(有
)
い
ち
の
や

(有
)
大
原
製
作
所

(株
)
ケ
イ
・
ワ
イ
建
設

(有
)
相

和

工

業

土

子

(有
)
そ

ば

花

村

上

(株
)
タ
ッ
ク

ル

ハ

ウ

ス

渋

木

(
株
)
東
京
卜
口
ン
保
健
セ
ン
タ
ー
三
沢

(株
)
東
京
ト
口
ン
保
健
セ
ン
タ
ー

三
沢

(株
)
東
京
ト
口
ン
保
健
セ
ン
タ
ー

三
沢

ハ
ラ
ダ
・
テ
ク

ニ
カ

(有
)

(有
)
ハ
ラ
ダ
造
園

(有
)
美
化
興
業
所

ヒ
カ
リ
エ

ン
ジ
ニ
ア

(有
)

(有
)
フ
口
l
レ
ッ
卜

勝哲舞京
利夫子子

江
口
加
藤
中
井

池
山
山
(
〈
口

秋
保
あ
ゆ
み

児
玉

恵
子

原
因

規芳文裕健早弘五
子子枝美二苗徳男

。

宝
栄
産
業

(株
)

(
株
)
溝
上
精
工

(有
)
ヤ
マ

ニ
管
理

渋
火
口
義
子

溝

上

敏

子

井
上
節
之
助

原
田
菅
原
井
上

純政
也吉 明

-
受
講
者
の
声
・

0
初
め
て
パ
ソ

コ
ン
を
使
い
ま
し
た
が
、
分
か
り

ゃ
す
い
説
明
で
安
心
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
メ
ー
ル

が
出
来
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
(初
回
)

@
初
め
て
m
H
O
O
-
で
表
を
作
成
し
ま
し
た
。
見
積

書
な
ど
が
出
来
る
よ
う
に
な
れ
ば
良
い
と
思

い
ま
す
。
(2
回
目
)

O
段
々
と
覚
え
る
こ
と
が
多
く
な
り
大
変
で
す
。

(4
回
目
)

O
毎
回

2
時
間
と

い
う
短
い
時
間
の
中
で
し
た

が
、
講
師
の
方
が
少
し
で
も
分
か
り
ゃ
す
い
よ

う
に
と
丁
寧
に
教
え
て
下
さ
り
と
て
も
良
か

っ
た
で
す
。
仕
事
に
役
立
て
ま
す
。
(
最
終
回
)

松
山

中
高
年
を
対
象
と
し
て
超
ゆ
っ
く
り
講
座
も
開
設

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

P
C
ラ
l
ニ
ン
グ
コ
l
ス

第

4
期

P

C
ラ
l
ニ
ン
グ
コ

l
ス
は

5
月
日
日
か
ら
様
々
な
内
容
で
開
催
し

ま
し
た
。

講
習
内
容
は
、
中
高
年
を
対
象
と
し
た

超
ゆ
っ
く
り
講
座
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ

ト
を
高
い
レ

ベ
ル
で
活
用
す
る
講
座
ま
で



の
r"iformatiori 

7
種
類
。
講
師
は
外
部
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ

ー
の
石
野
さ
ん
が
担
当
。
わ
か
り
安
い
説

明
と
好
評
を
頂
い
て
い
ま
す
。

第

4
期
P
C
ラ
l
ニ
ン
グ
コ
I
ス

5
月
市
日
か
ら

7
月
刊
は
日

(7
回
)

延
べ
参
加
数
日
名

A 

¥ 

申
告
書
を

自
分
で
作
成
し
て
み
よ
う
!

申
告
書
の
書
き
方

説
明
会
を
開
催

し法
ま人 5
し税月

そ里 15
百日一、
の法
書 人
き 会
方事
説務
明局
会に
をお
実い
施て

こ
の
説
明
会
の
目
的
は
、
決
算
書
を
作

成
し
た
会
員
企
業
が
申
告
書
を
自
社
(
自

分
)
で
作
成
出
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で

す
。

参
加
さ
れ
た
方
の
感
想
を
お
聞
き
し
て
、

そ
の
都
度
内
容
を
見
直
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
日
の
説
明
会
も
好
評
を
項
き
ま
し
た
。

(別
名
参
加
)

-
受
講
者
の
声
・

0
決
算
書
の
数
字
を
申
告
書
の
ど
こ

へ
転
記
す

れ
ば
良

い
か
分
か
る
よ
う
に
、

丁
寧
な
資
料
を

用
意
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

@ 
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今
年
度
改
正
で
は
、
企
業
が
経
営
環
境
の
変
化
に
対
応
し
、

企
業
組
織
再
編
を
柔
軟
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
税

制
面
で
の
整
備
が
図

5
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
合
併
を
中
心
に
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

嗣占
法
人
に
お
け
る

課
税
の
取
り
扱
い

法
人
が
そ
の
所
有
す
る
資
産
を
他

に
移
転
す
る
場
合
、
移
転
資
産
等
を

時
価
に
よ
り
譲
渡
し
た
も
の
と
し

て
、
譲
渡
損
益
の
計
上
を
行
う
の
が

原
則
で
す
。
た
だ
し
、
法
人
が
合
併
、

分
割
、
現
物
出
資
等
(
以
下
「
組
織

再
編
成
」
と
い
う
)
に
よ
り
、
資
産

を
移
転
す
る
前
後
で
経
済
実
態
的
に

実
質
的
な
変
更
が
な
い
と
考
え
ら
れ

る
場
合
に
は
、
課
税
関
係
を
継
続
さ

せ
る
こ
と
が
適
当
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
こ
で
、
当
該
組
織
再
編
成
が

以
下
の
適
格
組
織
再
編
成

(適
格
合

併
、
適
格
分
割
、
適
格
現
物
出
資
等
)

に
該
当
す
る
場
合
、
移
転
資
産
等
を

そ
の
帳
簿
価
額
で
引
き
継
ぎ
、
移
転

資
産
の
譲
渡
損
益
の
計
上
は
繰
り
延

べ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

適
格
合
併
と
は
、
以
下
の
企
業
グ

ル
ー
プ
内
合
併
、
共
同
事
業
を
営
む

••••
••••• 

合
併
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
合
併

で
、
合
併
法
人
の
株
式
以
外
の
資
産

が
被
合
併
法
人
の
株
主
等
に
交
付
さ

れ
な
い
も
の
を
い
い
ま
す
。

①
被
合
併
法
人
と
合
併
法
人
と
の
間

で
発
行
済
株
式
等
の
全
部
を
直
接

文
は
間
接
に
保
有
す
る
関
係
に
あ

る
場
合
。

②
同
一
の
者
(
法
人
に
限
ら
ず
、
個

人
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
個
人

と
特
殊
の
関
係
に
あ
る
個
人
が
含

ま
れ
る
。
以
下
同
じ
。
)
に
よ
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
人
の
発
行
済

株
式
等
の
全
部
を
直
接
文
は
間
接

に
保
有
さ
れ
る
関
係
に
あ
り
、
か

つ
、
合
併
後
も
継
続
し
て
保
有
さ

れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
場
合
。

@ 

③
被
合
併
法
人
と
合
併
法
人
と
の
間

で
、
発
行
済
株
式
等
の

一
O
O分
の

五
O
超

一
O
O
分
の

一
O
O
未
満

を
直
接
文
は
間
接
に
保
有
す
る
関

係
に
あ
る
場
合
文
は
同

一
の
者
に

よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
法
人
の
発
行

済
株
式
等
の

一
O
O分
の
五

O
超

一
O
O
分
の
一

O
O未
満
を
直
接

又
は
間
接
に
保
有
さ
れ
る
関
係
に

あ
る
場
合
(
同
一
の
者
に
よ
っ
て
保

有
さ
れ
る
関
係
に
あ
る
場
合
は
、

合
併
後
に
そ
の
関
係
が
継
続
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
場
合
)

で
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
0

・
被
合
併
法
人
の
従
業
者
の
お
お
む

ね
一

O
O分
の
八

O
以
上
が
合
併

法
人
の
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

-
被
合
併
法
人
の
主
要
な
事
業
が
合



併
法
人
に
お
い
て
引
き
続
き
営
ま

れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
こ

シ」
。

以
下
の
要
件
(
被
合
併
法
人
の
株

主
等
の
数
が
五

O
人
以
上
の
場
合
は

①
か
ら
④
)
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

も
の
。

①
被
合
併
事
業
と
合
併
事
業
と
が
相

互
に
関
連
す
る
も
の
。

②
被
合
併
事
業
と
合
併
事
業
の
そ
れ

ぞ
れ
の
売
上
金
額
、
従
業
者
数
、

資
本
金
額
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
準

ず
る
も
の
の
規
模
の
割
合
が
お
お

む
ね
五
倍
を
超
え
な
い
こ
と
、
文

は
被
合
併
法
人
と
合
併
法
人
の
常

務
以
上
の
役
員
(
特
定
役
員
)
の

い
ず
れ
か
が
合
併
後
の
合
併
法
人

の
特
定
役
員
と
な
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
て
い
る
こ
と
。

③
被
合
併
法
人
の
従
業
者
の
お
お
む

ね

一
O
O分
の
八

O
以
上
が
合
併

法
人
の
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

④
被
合
併
事
業
(
合
併
法
人
の
事
業

と
関
連
す
る
事
業
に
限
る
。
)
が

合
併
法
人
に
お
い
て
引
き
続
き
営

ま
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る

こ
と
。

①
被
合
併
法
人
の
株
主
等
(
合
併
に

よ
り
交
付
を
受
け
る
合
併
法
人
の

株
式
の
全
部
を
継
続
し
て
保
有
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
が
必

要
)
が
被
合
併
法
人
の
株
式
を
保

有
す
る
割
合
が
発
行
済
株
式
等
の

一
O
O分
の
八

O
以
上
で
あ
る
と

〉」
。嗣主

各
種
資
産
、

引
当
金
の
引
継
等

移
転
資
産
等
の
譲
渡
損
益
の
計
上

が
繰
り
延
べ
ら
れ
る
適
格
合
併
の
場

合
に
は
、
そ
の
移
転
資
産
等
に
関
し

て
適
用
さ
れ
る
諸
制
度
や
引
当
金
の

引
継
に
つ
い
て
も
、
再
編
前
の
課
税

関
係
を
継
続
さ
せ
る
よ
う
必
要
な
措

置
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

同主
青
色
欠
損
金
の

繰
越
控
除

合
併
に
際
し
て
被
合
併
法
人
の
繰

越
青
色
欠
損
金
が
あ
る
場
合
に
は
、

合
併
法
人
が
引
き
継
ぐ
こ
と
は
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
が
、
適
格
合
併
に
該

当
す
る
場
合
は
、
被
合
併
法
人
の
青

色
欠
損
金
の
合
併
法
人
へ
の
引
継
が

認
め
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、

一
定
の
場
合
に
は
、
青

色
欠
損
金
の
繰
越
控
除
が
制
限
さ
れ

ま
す
。

4
一三
一
株
主
に
お
け
る

而
川

課
税
の
取
り
扱
い

川
株
式
の
譲
渡
損
益
の
取
り
扱
い

被
合
併
法
人
の
株
主
等
が
、
合
併

に
よ
り
合
併
法
人
の
株
式
以
外
の
資

産
の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
は
、

旧

株
の
時
価
に
よ
る
譲
渡
が
あ
っ
た
も

の
と
し
て
譲
渡
損
益
の
計
上
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な

が
ら
、
合
併
に
よ
り
、
被
合
併
法
人

の
株
主
が
合
併
法
人
の
株
式
の
み
の

交
付
を
受
け
た
場
合
に
は
、
旧
株
の

帳
簿
価
額
に
よ
る
譲
渡
が
行
わ
れ
た

も
の
と
し
て
譲
渡
損
益
の
計
上
が
繰

り
延
べ
ら
れ
ま
す
。

ωみ
な
し
配
当
の
取
り
扱
い

適
格
合
併
の
場
合
、
被
合
併
法
人

の
利
益
積
立
金
が
合
併
法
人
に
引
き

継
が
れ
る
た
め
、
株
主
に
対
す
る
利

益
の
移
転
は
な
く
、
み
な
し
配
当
は

生
じ
ま
せ
ん
。

適
格
合
併
に
該
当
し
な
い
合
併
に

よ
り
、
被
合
併
法
人
の
株
主
が
交
付

を
受
け
た
株
式
・
金
銭
等
の
額
の
う

ち
、
被
合
併
法
人
の
資
本
等
の
金
額

を
超
え
る
部
分
の
金
額
に
つ
い
て

は
、
配
当
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

同畠
そ

の

他

組
織
再
編
成
を
容
易
に
実
施
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
登
録
免
許
税
、

消
費
税
、
印
紙
税
、
地
方
税
に
つ
い

て
軽
減
措
置
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
改
正
は
、
平
成
十
三
年
四
月

一
日
以
後
に
行
わ
れ
る
組
織
再
編
成

に
つ
い
て
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

会03-3357-0771女この記事についての問い合わせ先一一一一一一(社)東京法人会連合会
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所得税の確定申告書が
新しくなります

納
税
者
の
方
々
か
ら
の
「
分
か
り
ゃ
す
く
・
書
き
や
す
い
申
告
書

を
」
と
い
う
声
に
お
応
え
し
、
平
成

叫
年

1
月

(平
成
均
年
分
の

確
定
申
告
)
か
ら
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

申
告
書
新
様
式
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

川
様
式
を

2
種
類
に
(
分
離
課
税
用
な
ど
が
別
表
に
)

現
行

6
種
類
の
申
告
書
を

A
・
B
の
2
種
類
に
統
合
し
、
八
万
離

課
税
用
申
告
書
や
損
失
申
告
書
、
修
正
申
告
書
を
別
表
化
し
ま
し

た。ω用
紙
が

A

4
サ
イ
ズ
に
(
用
紙
が

2
枚
に
)

申
告
書
の
用
紙
サ
イ
ズ
を

A

4
判
に
改
め
、
裏
面
か
ら
表
面
に

転
記
す
る
方
式
を
廃
止
し
、
用
紙
を

2
枚
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
申

告
書
の
記
載
欄
を
で
き
る
だ
け
簡
素
化
し
ま
し
た
。

ω記
載
欄
を
整
理

申
告
書
の
小
さ
な
文
字
の
説
明
文
や
計
算
式
を
整
理
し
、
で
き

る
だ
け
申
告
書
の
文
字
を
大
き
く
、
見
や
す
く
し
ま
し
た
。

凶

手
引
き
を
充
実
(
手
引
き
で
計
算
、
や
さ
し
い
申
告
)

「確
定
申
告
の
手
引
き
」
に
申
告
書
の
書
き
方
と

一
体
と
な
っ

た

由
「

計
算
欄
を
設
け
、
手
引
き
の
中
で
所
得
金
額
な
ど
の
計
算
が
で
き

一る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

申
告
書
新
様
式
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
や
市
区
町
村
の

1
y
 vv
・-宇

窓

口
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

{ZH℃
己
主
〈
〈
〈
〈
コ

E
G
o
-己

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で、

ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ

い。

編集

『

C
E

吉
田後

様
々
な

ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
来
る
昨
今
。
リ
ス

ト
ラ

・
失
業
率

5
%
・
新
宿
ビ

ル
火
災

叫
名
の
死
者
・

株
価
の
下
落
・
ユ
ニ
ク
ロ
神
話
の
崩
壊

・
人
へ
の
殺
傷

事
件
等
々
、
暗
い
出
来
事
が
続
い
て
起
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
明
日
へ
続
く
で
あ
ろ
う
楽
し
く
明
る
い
話
題

も
見
つ
け
出
せ
る
様
で
す
。
記
憶
に
新
し
い
第
出
回
全

国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
。
西
東
京
代
表
と
し
て
、
地

元
町
田
市
の
日
大
三
高
が
初
優
勝
の
栄
冠
に
輝
い
た
こ

と
で
す
。
町
田
市
役
所
駐
車
場
で
の
優
勝
報
告
会
に
は

3
千
人
近
い
市
民
が
集
ま
り
、
選
手
達
へ
大
き
な
拍
手

を
与
え
て
い
ま
し
た
。
「人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
」
が
感

じ
ら
れ
る
光
景
で
し
た
。

「ふ
れ
あ
う
」
と
云
う
人
間
同
士
の
付
き
合
い
が
無

く
な
り
つ
つ
あ
り
、
そ
の
た
め
に
暗
い
事
故

・
事
件

へ

発
展
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
企
業
に
於
い
て

は
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
を
基
本
に
発
展
し
て
お
り
、

町
田
法
人
会
も
そ
の
一

助
と
し
て
活
動
し
、
会
員
の
皆

様
の
協
力
も
得
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

日
月
に
は
皇
室
の
お
祝
い
の
予
定
も
あ
り
、

明
る
い

出
来
事
は
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
そ
う
で
す
。
当

法
人
会
も
明
る
く
楽
し
く
、

斯
く
あ
り
た
い
・
も
の
で
す
。

(原
町
田
第

矢
部
)

発行人・(社)町田法人会会長 八木要 編集人・(社)町田法人会広報委員会

東京都町田市森野1丁目9番20号第二矢沢ビル4階 TEL:042(726)2453FAX:042(724)5853 

町団法人会ホームページ http://www.hojinkai-machida.or.jp 

Eメール official@hojinkai-machida.or.jp 

東法違・都内法人会の会員専用ベージ ユーザー名;tohoren パスワード;0771 

本紙掲載の記事、写真の畠断掲載を禁じます。
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お客様の声か5生まれた

園、mワ

」ニ院内新生物l志保障され協いU~
健康保隙が適用され拡い高度先進医療でも大丈夫?

政射線jS療なと・で趨iJ!JfL/t.場合はつ

『法人会21世記がん保険』
「法人会21世紀がん保験」は、法人会会員企業の皆様の専用商品です。

-保障内容(l倍) E本人の保障 ~(と駒保町羽
一時金として L 一時金として

診断されたとき 80万円 48万円@初めて
上皮肉新生物の場合 上皮肉新生物の場合

診断給付金 8万円 4.8万円
入院したとき

6砂 I1百，000円
1日につき

入院給付金 6，000円
手術したとき

20万円 | 
1固につき

手術給付金 12万円
高度先進医療を受けたとき |妓術料叩て | 技術料に応じて
がん高度先進医療給付金 6-140万円 3.6-84万円

1日につき 1日につき
霊感樟ま銃撃事、通院したとき

通院給付金・特定治績通院給付金 5，000円 3，000円
(がんで死亡したとき

死亡保険金・死亡払戻盆

-引受保険会社
....:;;，亘逼昌弘 内 l千 '1 ，j '1 ダ"プY叉'" あなたがl..:rl吻唱えて選益保険金枇でありたい一一一一一←ー-
A薗圃・画E¥料品A 場恥帽 の倒.刷稚"略作 A....一ー二
( •• )-HAJ11521dl枕託証炉Ù1C~~刀Fミリー生宇明会典
、-!!，...../'" ...J胸....a!IM 00 p~"~賀"日 e 引回恒輔東京a開宿区画'柵2-11・師三舞ピル雪国時制問1(柑

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.

今の保障をく」んとバージョンUP. 
特約PACKで
より充実した保障が得Sれます。:

-すでに『がん保院制贋」をと利用の皆樟は、現在L:. 
契約のがん保険に『輔鈎PACKJを付加宮ること・
によりよD充実した保障が得られます
.詳しくは推進員までおた菅ねくださいι • 

-. 
・ スーパーがん保積 ・
.義援特約PACK スーパーがん保餓E型 ・
・ 付加対象保険スーパがん保険Vタイプ ー
. スーパーがん醐E型Vタイプ:. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

アメリカンファミリ一生命保険会社 八王子支社

干192-0046東京都八王子市明神町3-20-6
TEL 0 4 2 6 -4 4 -0 3 7 1 

AFN量権 2∞1∞2 3円7日
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匡歪宣車
O 

春はさくらのトンネルの中を歩けます。

どんぐりの森、野鳥の森、た

けのこの森などいろんな森が

あります。


